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嶢鍛騙除二一スル急峻的並ビニ臨床的研究

第3報 嶢愚駆除臨床成績二曲テ

金澤警科大學小見科學教室（主任泉i教授）

警學士 舘   孔
      Koso Taclii

（昭和16年9月27日受附）
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第1章緒

 人禮寄生贔騙除ノ困難ナル事ハ周知ノ事ニシ

テ從ツテ古來各種各様ノ療法が試ミラレテヰル

ガ，未ダ適確ナル療法ガナイ現状デアル．吾々

ハ此塵ユ鑑ミルトコロアリ，昨年春以來小見二

比較的多イ嶢贔寄生駆除二關シテ研究シ，駆憾

言

矧ノ効カトイフ見地カラ，虫匠矧及ビ人禮寄生嶢

錨ヲ實験材料トシテ之等藥剤ノ効力ヲ比較研究

スルト共昌，他方實際患兇ノ騙除法ヲ試ミ，些

力推賞スベキ方法ヲ経験シタノデ症例ヲ報告シ

大方ノ御批判ヲ仰ガントスルモノデアル．

第2章所謂古記症

先ヅ症例ヲ報告スル前二古來成書呂記載サレ

テヰル嶢録寄生ノ人艘昌及ボス影響，所謂嶢贔

症ナルモノ呂就テ簡軍昌述べテ見ヤウ．

 第一ハ局所刺戟症歌ニシテ，雌最が夜聞産卵
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1638 舘

ノ爲二肛門部二這ヒ出シテー種ノ機械的刺戟ニ

ョツテ肛門部痒感ヲ呈シ，女見ヂハ本贔ガヨク

陰門や膣ノ申二這入ル爲二陰門炎及ビ膣炎ヲ惹

起シ，劇シキ痙痒症ノ爲二色々ナ神経症歌ヲ呈

スルコトガアル．

 第ニニハ矢張機械的刺戟症状トシテ直腸及ビ

大腸昌加引見症歌ヲ呈シ下痢便や粘液便，或ハ

血便が出タリスル。

 更二近來鵡様突起炎が本症ト關係アル様二唱

ヘテ・fル學者モアル．シカシ最近：FUsthy Ci）氏

ノ研究＝ヨレバApPendicopathia Oxyuricaナル

症例ハ僅力乍ラアルトシテモ（0・6％），眞ノ心

様突起炎ハ決シテ面面昌ヨリテ起りエナイモノ

デアルトノ意見デアル．

 第三ニハ紳経障碍デァルガ，之ハ上述ノ錨膣

ノ刺戟ニヨル肛門療痒特等ノ爲二安眠ヲ妨ゲラ

レル結果，機嫌が悪シクナリ，興奮シ易ク，稀

ニハ憂鶴症ヲ呈シ，甚シキハ祠1経衰弱症ヲ起ス

ニ至ルト云バレル．其他マダ遺尿症トカ，生殖
                   ノ
器障碍等二三學ゲラレテイルガ，要スル昌症状

ノ因ツテ來タルトコロバ機械的刺戟作用が主デ

アル．                      ．

 然シ乍ラ元來嶢贔症（Oxyu「iasis）ナル病名ハ

成書ニハ立派二記載サレテヰルガ，我々小見科

領域昌於テハ，殆ンド有名馬蝉ナ名樗ニシテ，

クマタマ宮中＝本野選が嚢見サレタカラトテ梅

忠ヲ訪レテ騙除ヲ乞フ程度ニシテ，殆ンド自畳

症状ヲ訴ヘテクルモノが無ク，叉他畳叩所見ト

シテー般二擦ル可キモノが無イ．從ツテ我々が

二二＝テ本錨ノ寄生＝ヨル害ヲ述べテモー向二

乗氣ガセヌ程，家人ハ本三二封シテハ理解ガナ

イ．甚シキニ至ツテハ，幼イ時分＝ハ鵡ガタツ

テイルモノダト公言シテ揮カラヌ無智ナ親達モ

イラツシヤルノデァル．故二嶢錨が寄生スルカ

ラトイツテ直チニ嶢鍛症トイフ病名ヲツケルノ

ハドウカト思フ．田本最寄生＝ヨツテ良ク起ル

ト云ハレテ・fル上記諸症歌モ果シテドノ程度迄

本贔寄生＝原因スルヤ＝關シテハ限界が定カデ

ナイノデ，我々ハ今日一般二嶢轟症ナル名前ハ

滅多S使用シナイ事＝シテヰル．

第3章二三特種二丁治療法

 …欠二本轟羅除法二關シテハ大盟第1報②二於テ概述

シタガ，尚二三特種ナモノヲ述べテミヤウ，

1） Lubisan （Bayer）

 之ハ山ロ教授（3）ガ最近新出界ノ管見トシテ記載サ

レテオラレル申カラ引用シタモノデアルガ，組成ハ

Resorcin－monobutylaether－diaethylcarbamatニシテ，

0・159入カプセルJニナツテヰル．患者ハ前日カラ絶

食シテ次ノ様昌與ヘル．

年齢

1－2年

3－4

5－6

7－9

10以上

Dosis

 2

 3

 4

 5

 6

2）稗保氏④ハ大正ノ頃「ヘノポヂー」油療法ヲ推

賞シ，1回頓服法デ且持償連用法ヲ提唱シ，該療法ニ

ヨツテ騙除サレナイ饒鐡寄生例ハナイト述べテオラレ

ル曹

 3）Stettiner（5》氏ハ炭水化物ノナイ食餌ヲ掻ラシム

レバ嶢轟ハ腸内二生存シエナイトイフ考ヘデ，患者二

「ミルク」ノ如キモノヲ與フレバ三二ノ目的ヲ達スルコ

トが出來ルト云ツテオル．

 4）：又Rietsche1⑥ハ蛋白質及ビ脂肪二三シク植物

繊維素多キ食餌ヲ撮ル場合，腸内二於テ嫉轟卵鮮化野

殖旺盛ニシテ，蛋白質，脂肪含有多ク，植物繊維素少

ナキ食餌撮取ノ場合甲西ラズト報告シテヰル．

 5）清潔四叉本鐙病ノ治療及ピ年令上甚ダ重要ナル

事項＝シテ，Franke氏即自ラヲ清潔二保ツ事完全ナ

ラバ，昏々法温言ラズトモ1ケ月以内二自然二根治シ

得ペシトイツテヰル．

第4章 余等ノ治療方法

一般二現行ノ饒鑑騙除法ヲ大別スレバ第1報ニモ述 べタ檬＝
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 i）服藥法

 ii）滉山回ハ注腸法及蓬坐藥挿入法

 iii）肛門塗擦法

 デアルガ，二等療法ノ優劣ハ簡翠ニハ定メ難ク，嶢

轟ノ生活史及ビ寄生部位等カラ見レバ，三者併用療法

が最モ理想的デ且合理的ナ課デアルガ，然うバ果シテ・

如何ナル騙轟剤ヲ如何檬二使用ス可キヤノ問題二關シ

テハ今日遺憾乍ラ推賞スペキ療法ガナイノデアル．

 當教室；於テモ多年本二二二二苦心研究シツ・ア

リ，而シテ昨年三二來試ミシ療法が比較約三三ノ方法

二比シテ成績が良好ノ二二思ハレタノデ二三ガマシク

モ敢テ護表スル…回心デアル．

 余等ノ方法トシテハ至極簡素ニシテ專ラ注腸法ヲ試

ミタノデアル．

 注腸液ハ

 市販海人草二「ブトラソ」及水ヲー定量加へ，之レヲ

100。C 30！加熱シタル後「ガーゼ」ニテ濾過セルモノナ

リ．濾液ハ氷室二三レオキ必要二懸ジテ盟温ニアタ・

メテ就眠前，都合ニヨツテハ排便後，年齢二懸ジテ

10～15～20cc宛1日1回注腸スルノデアル．

 普通1週間ヲ以テ1「クール」トシタガ晒患者ノ都合

ニヨリ5日デ申止シタ場合モアル．二二饅ノ排出ガ1

週間ヲ以テモ爾止vヌ時ハ更二績ケテ長キハ10日二品

ンダモノモアル．高義1回「クール」後信ク経テ：再ビ排

姦アル時ハ直チニ第2回目「fi・一ル」ヲ行ツタ．

 伺市販ノ海人草ニツイテデアルガ，之ニハ御承知ノ

如ク随分良否ガアリ，使用二二リー々吟味スペキデア

ルガ，原料不足ノ折柄入手次第之ヲ使用シタ．使用二

際シテハ他ノ海藻類ヲ丁寧二選リ分ケ，且砂が澤山附

着シテヰルノデ1～2回水洗シタモノヲ用ヒタ．

 肛門周團部ニハ灰白軟膏，痒感ノアルモノニハ10％

「アネステジソ軟膏塗布ヲ行ツタ・且豫防的意味二於テ

從來行ハレテヰル如ク，猿股，「ヅボソ」，敷布等ノ熱湯

捕毒，寝具類ノ日光浴，手指ノ浦毒（三二撮食時，排

便後）等ヲ出來ル丈三重二行ハセタノハ勿論デアル．

第5章症

 第1例：

 中川○合子，3：Lj．7M．農家．

 昨年2月狸紅熱デ入院中ノ患児二，ソノ母親が以前

カラ糞便中二時k白イ糸ノ如ク小サイ轟が出ルノデ，

入院申ノ機會ヲ利用シテ是非騙除シテ呉レトノ事デ大

膿下記ノ如キ騙除法ヲ試ミタノデアル．

 先ヅ最初騒轟ノ目的二内服藥1・シテ

  霧ζソ8二§｝3・室麟服用ニテ・・日間連

用サセタトコロ，共後記轟が止ソダガ，服藥中止後1

週間シテカラ再ピ嶢鐙が糞便トー二二出タノデ，今度

ハ内服ヲ止メテ專ラ注腸法ノミヲ行ツテミタ．部チ療

法トシテハ就眠前9時カラ10時迄ノ間二上記ノ如キ注

腸醐ヲ連績シテ行ツタノデアル．

            量回歎轟二二出品

第1日 記入草藁液

第2日 同上液

第3日 同上液

第4日 同上液

第5日 同上液

20cc （ 1 ）

2ecc （ II ）

20cc （III）

2ecc （rv）

20cc （v）

8

2e

7

2

0

 依ツテ第6日目ニハ糞便中ニハ卵ハ勿論，巌醗ヲ認

メナカツタノデ，「クール」ヲ中止シタトコロ第7日目

a3匹ノ排轟アリ，早速再ビ前記注腸ヲ第8，第9，

例

第10日b3日聞施行シタトコロ排轟1匹モ認メズ．以

後13日間退院二至ル迄鐙艦全然出ズ．退院後モ再ビ訴

ヘナシ．

 本症ハ最初内服ニテ充分ナル騙姦ノ目的ヲ達セザリ

シモノニ，タマタマ注腸ヲ試ミテ意外ノ効果ガアツ旧

例デ以下ノ症例モスベテ該療法二aツテ成功シタ1・思

バレルモノノミヲ掲ゲタ．

 第2例：

 大○保〇二，6，3Lj・2M・指物商．

 （父目下出征中｝

 昭和14年春頃ヨリ排便ト同時二回忌，小サナ轟が便

二附着シテ時’々排泄サレルノヲ認ム．同時二三部，爾

下肢一帯二信心ヲ生ジ今日二三ル．肛門周團モ痒感ノ

爲力掻キタルアトアリ．灘疹バー部痂疵デ覆ハレ，一

部漏潤シ汚ク暗赤褐色ノbコロアリ，他面治癒期皮膚

肥厚ヲ呈セル部位アリ．一見シテ全部が嶢轟ニヨル肛

門周二部高望ヨリ波及セルモノトハ首肯シ難キモ，確

カニー部ハ高言が與カツタモノト想像サレタ．

 主訴 排便時白色小サキ鐙盟ノ回忌及ビ護疹（掻痒

感激烈）

 初診 昭和14年6月21日

 外來時所見

［ 7 ］
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 目立ツタ所見ダケヲ述べル’ト，病歴ニモアル標二春

以來磐部及・ビ雨側下肢一一一一一面二大ナルモノハ手掌大位カ

ラ，其他形賦種kナル漏疹が殆ソド健康ナ皮膚ヨリモ

廣範園二生ジ，痒感甚シキモノノ如ク，至ル所掻キム

シツタトコロが見受ラレル．肛門周園モ廃欄状ヲ呈シ

漏潤ス．且一般状態モ侵サレ，患児ハ巖痩シf食思不

振ヲ訴フ．回忌感ノ爲二睡眠ガヒドク障碍サレ，不機

嫌デ些細ナ事S怒りツポイト．

 治療及ビ経過

 早速騙除法ヲ試ミペキモ餓リニモ漏疹高度ナ爲ト榮

養吠態悪シキ爲二先ヅー般駄態ノ恢復ヲバカリ他方滋

疹ノ治療ヲ行ツタ．藥剤トシテハ普通強肚剤ヲ與へ，

漏疹ニハ「リバノール」入亜鉛華棚酸軟膏ヲ塗布ス．約

2週間ニシテ前記症状甚ダ輕快セルニヨリ，7月6日

目リ愈々嶢轟騙除法ヲ開姶ス．開始前ノ糞便中ニハ毎

日激匹ノ蟻錨ノ排泄及ビ肛門周團部ヨリ嶢鐡卵ヲ謹萌

ス．

 肛門周園部轟卵検査法

 本鐙寄生ノ有無ハ糞便中二法燈ヲ認ムレバ最モ確カ

ナルモ，糞便ヨリ鐙卵ノ梅出ハ殆ソド不可能トイハレ

．テイル程デ，從ツテ轟卵ノ検査トシテハ是非共肛門周

園部ヨリ行ハレナケレバ目的ヲ達スル事が出來ナイ．

之二關シテハ森脇氏（7）ハ5％加里滴汁二尉シタル綿棒

ニテ肛門ヲ拭ヒソノ可忌物ノ遠心沈渣ヲ瞼鏡スル事ヲ

行ヒ，又門馬，神谷（8）爾氏ハ槍査方法トシテi欠ノ如キ

方法ヲ推奨シテオラレル．

 先ヅ熱湯二心シタル「ガーゼ」小片ヲ割箸ノー一ce二巻

付ケソレヲ以テ肛門忌敵ノ繊襲ヲ晶晶二拭ヒ…欠＝ソノ

割箸ヲ，生理的食盤面約10ccヲ容レタル大型試験管二

品シ充分二三シテ「ガーゼ」a附着セル鐙卵ヲ遊離セシ

ムル事二努メタル後ソノ食塵水ヲ遽心沈澱シテ検鏡ス

 ト．                 v

 余等モ患者ノ診二二ビ二色二當リテハ：專ラ門馬氏等

ノ方法ヲ探用シテヰルガ，割合二検査が正確ヲ期シ得

ルモノト思フ．

 第1回「クール」

縄過日数

第1日

第2日

第3日

第4日

第5日

第6日

治療日

6／VK

7ノ〃

8／ t／

9／ ii

1 0／ tt

，11／ ”

注腸量

15cc

 r／

tl

tt

t1

11

回藪

（i）

（II）

（111）

（IV）

（v）

（VI）

駆除成績トシテ鐙髄ノ敏ハ明記シナカッタノデ残念

乍ラ護表スル事ハ出來ナイガ，第II回目注腸後面二二

2匹ノ排泄ヲ認メ，更二二罫V回施行後3匹ノ排鍛ア

リタルモ，第V回以後全然糞便中二認メズ．依ツテ注

腸回tw 6回ニシテー先ヅ中止シタルニ，7月19日部チ

第1回「クール』終了後8日目二至リ，母親が再ビ糞便

中二2匹見ツケタト報告ス．

 早速ソレデハト第2回目「クールJヲ行ハソbセシ

ニ，タマタマ北支職線ヨリ父親凱旋ノ由ニテ暫ク外点

ヲ休ミオリタルニ8月1日再ビ訪レテ駆除ヲ乞フ．

 第2回「クール」

経過日歎  治療日

第1日    1／V｛1【

第2日   2／〃

第3日  3／〃

第4日  4／〃

第5日  5／〃

第6日  6／〃

第7日  7／〃

注腸最

15cc

 tt

11

11

tl

ll

tl

回数

（i）

（1［）

（lll）

（IV）

（v）

（VI）

（vll）

 温言第2回目「クール」二於テハ，第II回注腸以後蜘

チ8月3日來糞便中二全然饒轟1ノ排泄ヲ認メズ．且肛

門二二卵検査法ニヨルモ全然錨卵ヲ認メズ．然シ乍ラ

今回ハ念ノ二更二「クール」ヲ追行シ，前後1週間行ヒ

テ中止ス．以後外來二二病ニテ三女高望スルモ轟盟ノ

排泄ヲ認メズト，本年モ去ル5月本患児腎臓炎ニテ入

院シ，母親二以下ノ二子ヲウカガヒシニ御蔭榛デトノ

返答ヲ得テ，幸二三等ノ療法効ヲ奏シタモノト確信シ

タ，

 第3例；

 大○保○薫，6，11・j．6M．

 患児ハ第2例ノ弟デアル，

 病歴 昭和14年初春頃ヨリ灰や炭ヲ食べタリスル

外，殊二こ口ナメテ仕様ガナイト．同年6月初メニ母

親が患児ノ糞便中二兄ト同檬二白イ細キ短カイ鐡が動

イテヰルノヲ二見シ，「サントニン」「セメン圓」等ヲ輿

ヘテミタガー向二心快セズ，共後時々上記ノ如キ轟が

出ル由ニテ兄弟ヲ俘ヒ駆除ヲ乞フ．

 外來時所見 顔色ヤ・蒼自，輕度顧痩，顔貌元氣無

キ外二見ナシ，

 糞便槍査 便二嶢轟ヲ認メ且集卵瞼査ニテ三二卵ヲ

認ム．

 騙三法トシテハ同二三二二煎二二「ブトラン」ヲ含有

セル液ヲ以ツテ毎晩就眠前注腸ヲ行ヒ，且肛門周二部

ニユ0％「アネステヂソ」軟膏ヲ塗布セシメタ，内服トシ

テハ特別ノ驕轟醐ヲ投典セズ．

［ 8 ］
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第1回「クール」

 経過日数  治療日 注腸最

  第1日    21／V1  15cc

  第2日  22／〃  〃

  第3日  23／〃  〃

  第4日      24／〃     〃

  第5日      25／〃     〃

  第6日   26／〃  〃

  第7日  27／〃  〃

回激

（i）

（1［）

（皿）

（正V）

（v）

（VI）

（V皿）

 治療第2日目排便時轟髄3匹ヲ認メ，且肛門部轟卵
        
楡査法＝ヨリテ全二野二2乃至3ケ程度二心卵ヲ認メ

タガ，第4日目二持参セル糞便デハ鍛髄ヲ認メズ且鐙

卵二三法ニョルモ卵ヲ謹明セズ，部チ治療後4日目ニ

シテ己二丁二丁ミ安心シテイタトコロ「クール」中止翌

日6月28日，多少ノ下痢便ヲ呈シ其際一時二十籔匹モ

ノ嶢轟ガウヨウヨト出タ事ヲ訴ヘタノデ，以後氣ヲッ

ケテキタが糞便中二誕明セズ．然ルニ7月8日，9日

ト爾日二再ビ激匹ノ排轟ガアツタ，依ツテ早速第2回

「クール」ヲ施行シタ．

 第2回「クール」

 経過一二  治療日 注腸量

  第1日    10／VH  15cc

  第2日   11／〃   〃

本日排便時…回忌2匹ヲ詔ム．

第3日

第4日

第5日

第6日

第7日

12／VII

1 3／ i／

14／ ，i

15／ tt

16／ ti

15cc

tl

t／

11

ft

回数

（i）

（II＞

（III）

（IV）

（v）

（Vl）

（Vll）

 第3日以下二三が止ソダ，依ツテ以來家人二注意シ

テ轟鰻ヲ認目口ラ再ビ尋ネル檬ニト申シ渡シテオイタ

ガ，其後外來二時々來ルモ兄同様全然排泄サレズト感

謝シテヰル．

 第4例：

 津○芳○，♀，3：Lj．8M．豆腐業．

 病歴 昭和14年初春來糞便中二白色ノ細イ小サイ轟

盟ヲ三見シJ4月中某醤ノ治療ヲウケー旦治癒シタ檬

二見エタガ，先月7月27日突然高熱ヲ護シ急性消化不

良症ノモトニ同署師ニテ溌腸ヲ行ヘシニ便二混ツテ多

数ノ前記轟膣ノ排泄ヲ認メタ．之ノ寄生鐘ノ爲ナリや

否や不明ナレド春二二二丁ハ二二質トナリs僅カノ事

二三ムヅカツsirリ，怒りツボクナツタ様デ，母親ノ言

Sヨレバ今迄力・ル氣質デナカツタ由ニテ是非薩除シ

テクレトノ事デ外來ヲ訪レタ．

 初診 昭和14年8月7日

 外來時所見

 糞便梅査 鐘腿ヲ便申二認メナカツタガ，肛門部鐙

卵螺査法ヲ行ヒシニ丁壮卵ヲ誰明ス．依ツテ即目ヨリ

騙除法トシテ前記症例ト同標ノ在腸法ヲ行フ．且肛門

部ニハ毎晩10％「アネステジソ」軟密ヲ塗擦セシメタ．

 ee 1回「クール」

経過日数

第1日

第2日

第3日

第4日

第5日

第6日

治療日 注射量

 7／Vlll 15cc

8／ ，i

9／ i！

10／ e

11／ ，i

12／ ，，

rl

lt

1！

11

rf

回歎

（i）

（II）

（111）

（IV）

（v）

（vr）

 第1日，第2日目二丁匹宛排轟サレタガ，第3日目

持参セル糞便ニハ鍛盟ナク，且轟卵樵査法ヲ行フモ陰

性ニテ以來全然排轟ナシト．

 幸二本症ハ唯一回ノ「クール」ニテ治癒シタト思バレ

ル例デアルガ，治療期間中下痢二傾イテヰタ購，多少

治癒促進二與ツテ効果ガアツタト思バレルノデアル．

 第5例：

 大○市○郎，6，21．j．8M．農業．

 病歴 約七年忌前カラ患児ハ終始肛門部ヲ痒ガツテ

手ヲヤツテイタノニ氣ヅイタガ，別段其他二異状ヲ認

メナカツタ．トコロガ10日程二二便所ニツレテユカズ

ニs新聞紙上二排便サセテミタ1・コロ，約1cm大ノ

白イ絹ノ如キ鐙が便二附着シテ動イテヰルノヲ護見

シ，三三氣ヲツケテ便ヲシラペルト同様ノ轟饅が敷

匹，多イ時ハ十二匹モ出タト．

 初診 昭和14年6月8日．

 糞便樵査 嶢轟ヲ認ム．

 治療及ビ経過

 経過日数  治療日

  第1日   9／VI

排it 7匹ヲ認ム，

  第2日  10／〃
排轟ナク，

  第3日

注腸量 回雪

15cc （ 1 ）

15cc （1正）

目．肛門部姦卵樵査ニョルモ轟卵ナシ．

       11／ 1／ 15cc

糞便申二二二ヲ至然護明セズ．

第4日

第5日

第6日

第7日

12／V正

131 ti

14／ ti

15／ ti

15cc

lf

t1

11

（IU）

（rv）

（v）

（vl）

（vll）

本症ハ騙轟開始來直グニ排轟止ミ，一見奇異二感ゼ

［ 9 ］
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棄レルモ，一般二本彌ノ注入ニヨリテ轟盟ノ排泄ハ必

ズシモ活穰二行ハレザルモノ・如ク，而モ良ク奏効ス

ルガ，一・膿盟内二存在スル饒轟が如何ナル璽化ヲウ

ケ，如何ナル蓮命ヲトルヤ，而シテ何故左程ノ排鐙行

ハレズ，ムシロ忽チ誹轟止ムヤニ關シテハ点間トスル

所デアル．

 本症モ第4例ト同機唯一回ノ「クール」デ以來排轟ヲ

呈セズ二二シタ例デアル．

 樹本症二二テハ毎晩家人二肛門部ヲ拭キトラセテ嚴

重二鐙言忌査法ヲナシタ例デアルガ，第2日目以降全

然轟卵ヲ謹直シナッタ．

 且叉第4例ト同標二本見モ亦便が下痢二傾イテイタ

事ハ注目サルペキデアル．

 第6例＝

 瀬○玉○，♀，6Lj ．6M．三三商

 病騰 敷日前カラ便中二白色小サナ糸賦二二が認メ

ラレ，氣持が悪イカラ何トカシテオ・ロシテ下サイトテ

當外回ヲ訪レタ，

 初診 昭和14年8月22日．

 外來時所見 患兇ハ可成リ藏痩シ，顔面蒼白，心普

a混晶ヲ聰スル外山患ナシ．

 糞便二品排便時2匹ノ蠕鐙ヲ認ム．

 依ツテ型ノ如ク騙除法ヲ行ブ．

  経過日歎  治療日 注腸量 回数

   第1日    23／Vlll 20cc  （1）

   第2日  24／〃  〃  （■）

 本日糞便中ニハ轟盟ヲ認メナカツタガ，普通集卵法

ニヨツテ樵スルニ饒踏卵ハナカツタガ，鞭鐙卵全覗野

二2～3ケノ二二認メラレタ．

   第3日      25／〃    20cc    （ln：）

   第4日    26／〃   〃   （正V）

   第5日   27／〃   〃   （V）

 本症モ治療開始第2日目ヨリ全然鐡瞬ノ排泄止㍉

以來一度モ前記轟胆ノ排出ナシト約1ケ月後家入が外

來ヲ訪レテ答ヘタ．

 本症ハ家ノ都合上品力5回ノ注腸ヲ以ツテ騒乱二成

功セリb見ルハ伺早計チラソモ，確炉本彌ノ注腸ニ

ヨツテ，排便時二三ノ排泄スル家人ノ不快感ヲ除キ’タ

ル描二二テ効果ガアツ旧事ハ特記スペキデアルト思

フ．

 第7例：

 細O典○， 3， 6Lj・ 農業．

 病歴 昭和14年9月中旬過ヨリ肛門部ノ痒感ヲ訴

へ，同時昌排便時糞便二附着シテ白色紫朕ノ小サナ騒

が出ルノヲ叢見シ，早i二三醤昌驕三方ヲ乞ヒ約1週間

内服藥ヲ奥ヘラレテ暫ク排轟止ミタルニ，約2週間程

経タ10月申三二再ビ排轟起リ，今度ハ院腸及ビ肛門部

軟膏塗擦療法ヲ行ツタが之モ騒轟が成功セズ，11月初

メ：叉々排姦アリタルニョy，今回ハ前記野師ヲ止メテ

新タニ市内丁丁ノ加療ヲ受ケ約1遍間内服治療シテ大

攣ヨクナツタが根治スルニ至ラズ，12月申モ極稀s排

便時1～2匹出ル位ノ程度デアツタガ，12月31日二三

ビ7匹出テ三二排便時毎回ノ三二二二ヲ認メタノデ富

科ヲ訪レルニ至ツタ．

 初診 昭和15年1月10日

 主訴 肛門部掻痒感及ビ白色孫状錨農ノ排便時排

出．

 外三時所見 榮養申三度，胸腹部著墾ナシ．肛門周

園部面出慶瀾状ヲ呈シ多少痒感アリ．生來便秘ノ傾向

アリテ2～3日二1回位ノ方デアル．且家入ノ言ニヨ

レパ昨年秋高ヨリ幾分怒リツボクナツタ檬ダト．

 糞便謡言 便中二一三ヲ確認ス，且肛門部轟卵樵出

法ニテ錨卵ヲ謹明ス．

 治療及ピ経過

経過日救

第1日

第2日

第3日

第4日

第5日

第6日

治療日

11／ 1

12／ “

13／ it

14／ ，i

15／ ii

16／ t！

注腸蟹

lecc

11

tl

tt

tl

tl

回数

（i）

（1り

（III）

（IV）

（v）

（vエ）

排鐙籔

  5

  2

  1

  1

排便ナシ

  o

 肛門部擦滋雨卵主査法ニヨルモ全然比湿ヲ認メズ．

   第7日  17／1  20cc  （v）    0

   第8日  18／〃   〃  （VI） 排便ナシ

   第9日   19／〃   〃   （VII）   0

 本療法＝テ本回モ効ヲ奏シタカニ思ハレタトコロ1

月29日ヒヨツコリ來院シ昨28日便申轟ガ1匹見當ツタ

由．（家入ハトテモ瓦経質ニナリ毎日必ズ便が出タラ

直グ注意シテ念入リニ二二シテヰタモノデアル．）

 本症ハ前述ノ如ク最初カラ便秘二傾キ，療法申ノ便

モ有形昌シテムシロ固イモノデアリ，二叉再三各種ノ

駆鐙飼ヲ試ミラレテヰタrs ；㍉豫メ門門困難ナル旨家

人二二ゲテtイタモノデアルガ，果シテ第1回「クー

ル」ニテ成功セズ．依ツテ第2回目ノ「クール」ヲ2M

14日ヨリ行ツタ．

 第2回「クール」

  経過日数  治療日 注射量 回敏  排丁数

   第1日 14／11 20cc （1） 2

［ 10 ］
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  第2目  15／〃  〃  （1【）  3

  第3日  16／〃  〃  （III）  1

  第4目   17／〃    〃   （IV）   0

  第5日   18／〃   〃   （V）   0

第2回「クール」二黒テハ前記6症例ト異り，「オキ

シウリン」ノ内服併用療法ヲ試ミタノデアル．師チ

、il三三ll iliト

 rt ＝第2回「クール」二於テハ今迄1日1回アツタ

リ，ナカツタリシタ便通が多イ時ハ激行トナツタガ，

期待シタ程ノ轟麗ノ排出モ無ク，且下痢ニヨル患見ノ

苦痛モ殆ソド無カッタ．第2回「クール」ハ都合aヨリ

5回シカ行ハナカツタガ，以來今日曲弾ル迄約6ケ月

ヲ経過スルモ排便時鐘髄ヲ見ズト家人が喜ンデヰル．

第6章総括及ビ考按

 嶢錨患者敷例二駆除法トシテ主トシテ注腸法

ヲ行ヒ，液翻トシテハ既ゴ獲表セル實験的研究

＝基キ「ブトラン」加海人革煎液ヲ用ヒタ．勿論

肛門部ニハ軟膏塗布療法ヲ行ツタガ，内服トシ

テハ殆ンド騙贔剤ヲ試ミナカッタ．唯第7例二

於テ便秘ガアツタノデ下剤ノ意味ヂ「オキシウ

リン」ヲ服用セシメテミタ．◎

 我々バカ、ル僅カナ治験例ヲ以ツテ難治ト云

バレル嶢贔ノ駆除ノ効果ヲ云々スルノハ笑止ノ

至りト思フガ，然シ乍ラ本法ニョツテ治りウル

場合モアルトイフ事ハ確カデアル．

 抑々本贔ノ寄生部位カラシテモ且叉寄生温血

艦ノ騙除トイフ黙カラモ内服ノミニヨル効果ハ

甚ダ期待ノ薄イモノノヤウ昌思バレル．マシテ

小見二於テハ騙轟剤ノー般ハ劇藥ノ部二蝿シ，

從ツテソノ使用法，使用：量が甚ダ難カシイ上

二，或ル場合ニハドウシテモ服用ヲ拒否シ，折

角無理ニノマセテモスグ嘔吐等ヲナス事サヘア

ルノハ日常ヨク経験スルトコロヂアル．叉成書

＝モ記載サレテヰル灌腸ハ注腸；比シテー暦効

果ガアルダラウガ，大量ノ液劃ノ注入ハ之叉甚

ダ小見ノ嫌フトコロヂアル．シカルニ僅カノ注

腸（10・）20cc）ハ如何ナル小見モ殆ンド嫌悪セヌ

ノデアル．カ・ル窯カラモ出來得ベクンパ注腸

法デ騙開戸來タラ之位簡軍ナ：事ハナイト思フ．

 忌日如何ナル治療ヲナスニアタツテモ同ジ事

デアルガ，血忌駆除二於テモ度々駆除ヲ試ミタ

モノハドウシテモウマク成功セヌ様ヂアル．

 症例第2，第3，第7例ハ中々頑圃昌シテ何

レモ2回ノ「ク’ル」ヲ必要トシタモノデアル

ガ，・一般二嶢贔ハ内服ト注腸トヲ併用スVバイ

ザ知ラズ，注腸法ニヨル時ハ少クトモ2回以上

ノ「クール」ヲ必要トスルモノノヤウ＝思ハレ’

ル．ソバ三面ノ生活史二徴シテモ明白ナ事デア

ル．且本症等ハ何レモ事前二「サント＝ン」，

「セメン圓」等ノ騙贔剤ノ使用ヲ試ミテイタ黙ヵ

ラ，或ル程度騙錨剤二心スル抵抗力が高マツテ

ヰタ鼠毛考慮サレル．從ツテカ・ル患者ニハ藥

剤ヲ適宜取り換ヘルコトモ勿論ダシ，「クール」

モ3～4回ト根氣ヨク行ハネバナラヌダラウ．

 叉便秘シ勝ナ小見ハ之叉注腸法ダケヂハ効果

が望マレヌ檬ヂ，必ズや綾下剤ノ併用ヲ必要ト

スルノデハアルマイカト思フ．

 我々ハ勿論注腸法及ビ肛門塗擦療法ノミニテ

完全ナモノトハ考ヘナイ．少クトモ嶢贔騙除＝

アタツテハ，内服，注腸，塗擦ノ三者併用療法

コソ理想的騙除法ト信ズル次第ヂ，從ツテ今後

更二研究ヲ重ネ，本贔駆除ノ完壁ヲ期シタイト

希望スル次第ヂアル．

【11コ
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第7章 結 論

 嶢巌患見藪例二注腸療法及ビ肛門塗擦法ヲ試

ミ幸二治癒セシメ得タ．注腸液トシテハ嚢二震

表セル余ノ小實験成績ヲ基トシテ調製セルモノ

デ帥チ「ブトラン」加海人草煎液ヲ使用シタ．肛

門塗擦剤トシテハ從來ノ如ク次白軟膏或ハ「ア

ネステジン」軟膏ヲ使用シ，一般清潔法ヲ嚴重

二守ラセタコトハ勿論デアル．

 欄筆二臨ミ始終御懇篤ナル御指導ト御鞭鍵i並ビニ御

校閲ノ螢ヲ賜ハリタル恩師泉教授二深甚ノ謝意ヲ表

ス。
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